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　インバウンドのお客様が京都にたくさん
いらっしゃるようになり、外国語でのご案
内はもちろん、予約一ついただくときにもイ
ンターネットでの対応が求められるなど、
旅館業界は過渡期を迎えようとしています。

しかし、昔から京都には「困ったときは
お互いさま」という風土が息づいていま
す。私自身、3年前に若女将として実家に
戻ってきたときは、急激な時代の変化にどう
対応したらいいか分かりませんでしたが、同
業仲間にいろんなアドバイスをもらって助け
ていただきました。お互いに助け合い、高
め合う文化のおかげで、商売が成り立って
いることに感謝しています。
　今、旅館やホテルだけでなく、多様な形

態の宿泊施設が増えていますが、お互い
さまの心を忘れず、京都全体でお客様を
気持ちよくお迎えしていきたいと思っています。
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懐
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す
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。
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梢
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れ
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醍
醐
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で
す
。
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